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Ｉ
Ｌ
Ｏ「
仕
事
の
未
来
」か
ら
読
み
解
く

こ
れ
か
ら
の
働
き
方

は
じ
め
に

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国
際
労
働
機
関
）は
、
1

 
9
 
1
 

9
年
に
創
設
さ
れ
た
政
労
使
三
者
構
成
の

国
際
機
関
で
あ
る
。
創
設
当
時
、
工
業
国

で
起
き
て
い
た
労
働
者
搾
取
を
背
景
と
し

て
、
平
和
を
確
保
す
る
に
あ
た
り
、
社
会

正
義
の
重
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

21
世
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
フ
ア

ン
・
ソ
マ
ビ
ア
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長（
当
時
）

は
、
1
9
9
9
年
に
「『
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
）』
を
す
べ
て
の
人
に
（D
ecent W

ork 
for A

ll

）」
い
う
21
世
紀
の
戦
略
目
標
を
提

起
し
、
特
に
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
が

達
成
さ
れ
て
い
な
い
状
態
や
分
野
を
課
題

（
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
急
速
な
進
化

な
ど
経
済
・
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
中
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
2
0
1
9
年
に

創
設
1
0
0
周
年
を
迎
え
、「
仕
事
の
未

た
い
と
い
う
理
想
を
掲
げ
て
設
立
さ
れ
た
。

創
設
以
来
、
国
際
労
働
基
準
を
採
択
し
、

そ
の
適
用
を
確
保
す
る
た
め
に
監
視
機
構

を
設
置
し
て
い
る
。
第
１
回
国
際
労
働
総

会（
I
L
O
総
会
）で
採
択
さ
れ
た
６
条
約

の
う
ち
、４
条
約
が
女
性
、
年
少
労
働
者
の

保
護
に
関
わ
る
条
約
で
あ
る
な
ど
、
保
護

の
必
要
な
労
働
者
に
対
し
て
特
に
力
を
入

れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
「
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
宣
言
（
1
9
4
4
年
）」
の

採
択
に
よ
り
、
基
本
目
標
と
基
本
原
則
が

拡
大
さ
れ
、
国
際
連
合
（
国
連
）
の
最
初
の

専
門
機
関
と
な
り
、
開
発
協
力
も
そ
の
活
動

に
加
え
た
。
2
0
2
2
年
９
月
現
在
の
加

盟
国
は
1
8
7
カ
国
で
あ
る
。
労
働
者
の

権
利
の
向
上
に
つ
と
め
、1
9
6
9
年
に
は

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
現

在
ま
で
の
採
択
国
際
労
働
基
準
は
、
条
約

1
9
0
、
勧
告
2
0
6
に
上
る
。
中
で
も
、

「
労
働
に
お
け
る
基
本
的
原
則
及
び
権
利
に

関
す
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
宣
言
（
1
9
9
8
年
）」
に

掲
げ
ら
れ
た
、
結
社
の
自
由
及
び
団
体
交

渉
権
の
効
果
的
な
承
認
、
強
制
労
働
の
廃

止
、
児
童
労
働
の
撤
廃
、
雇
用
及
び
職
業

に
お
け
る
差
別
の
排
除
、
安
全
で
健
康
的

な
労
働
環
境（
2
0
2
2
年
６
月
追
加
）の

５※
１

分
野
に
関
し
て
は
、Ｉ
Ｌ
Ｏ
加
盟
国
は
尊

重
、
促
進
、実
現
に
向
け
た
義
務
を
負
う
と

さ
れ
て
い
る
。

２
．21
世
紀
の
戦
略
目
標
と
し
て
の

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

⑴ 

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
概
念
の
提
起

　
「
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
」

と
訳
さ
れ
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
は
、

フ
ァ
ン
・
ソ
マ
ビ
ア
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
９
代
事
務
局

長
が
1
9
9
9
年
に
用
い
た
の
が
最
初
で

あ
る
。
同
事
務
局
長
は
、「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
は
職
業
生
活
に
お
け
る
人
々
の
願

望
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
最
重
要
目
標
は
、
自
由
、
公
平
、

保
障
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
確
保
さ
れ

た
条
件
の
下
で
、
人
々
に
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

来
」
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

創
設
1
0
0
周
年
記
念
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
2
0
2
0
年
以
降
は
、
C

 
O
 

V
I
D-

19
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
）に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入
な

ど
、
生
活
様
式
全
般
に
わ
た
っ
て
変
革
を

迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
以
前
か
ら

存
在
し
て
い
た
不
平
等
が
拡
大
し
、
脆
弱

な
労
働
者
は
特
に
影
響
を
受
け
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

も
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
I
L
O
の
こ
れ
か
ら
1
 
0
 

0
年
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
方
に
つ
い
て
の

構
想
を
、「
仕
事
の
未
来
」
で
行
わ
れ
た
議

論
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

１
．I
L
O
創
設
と

20
世
紀
に
お
け
る
取
り
組
み

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結

し
た
1
9
1
9
年
に
、
社
会
正
義
の
実
現

こ
そ
が
恒
久
平
和
の
基
礎
で
あ
り
、
重
大

な
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
す
不
正
、
貧
困

に
つ
な
が
る
劣
悪
な
労
働
条
件
を
な
く
し

田
口 

晶
子

前
I
L
O
駐
日
代
表

特 

集
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し
、
特
に
開
発
途
上
国
に
は
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
の
欠
如
し
て
い
る
分
野
に
重

点
を
置
い
た
国
別
計
画（D

ecent W
ork 

Country Program

）の
策
定
を
要
請
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
開
発
協
力
を
行
っ
て
き

た
。

　

2
0
0
0
年
以
降
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
文
書
の
み
な
ら
ず
、
国

連
を
始
め
と
す
る
各
種
国
際
会
議
に
お
い

て
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
増
加
し
た
が
、2
 

0
0
1
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標（M

D
G

s

）で
は
わ※
３

ず
か

な
言
及
に
と
ど
ま
っ
た
。

⑵ 

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
と
持
続
可
能

な
開
発

　

2
0
1
2
年
に
就
任
し
た
ガ※
４

イ
・
ラ

イ
ダ
ー
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
10
代
事
務
局
長
は
、
I 

L
O
が
国
連
の
社
会
労
働
分
野
の
専
門
機

関
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
国
連
と
同
じ

方
向
を
め
ざ
し
、
持
続
可
能
性
に
重
点
を

置
き
、「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
」
の
実

現
は
、
国
連
が
提
唱
す
る
持
続
可
能
な
開

発
目
標
の
原
動
力
と
も
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
2
0
1
5
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ

た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2

 
0
 
3
 

0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
お
け
る
17
の
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（SD

G
s

）
の
目
標
８
は
、

包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
経
済
成
長
及
び

生
産
的
な
完
全
雇
用
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
を
す
べ
て
の
人
に
推
進
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
長
ら
く
取

で
生
産
的
な
仕
事
を
得
る
機
会
を
促
進 

す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
I
 L 

O
は
、さ
ら
に
以
下
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト･

ワ

ー
ク
実
現
に
向
け
た
４※
２

つ
の
戦
略
目
標
及

び
横
断
的
目
標
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
掲
げ
た
。

①
仕
事
の
創
出
…
世
界
中
の
ど
ん
な
地
域

の
人
々
で
も
、
必
要
な
技
能
を
身
に
つ

け
、
働
い
て
生
計
が
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
や
企
業
が
仕
事
を
作
り
出
す
こ

と
を
支
援
。

②
社
会
的
保
護
の
拡
充
…
安
全
で
健
康
的

に
働
け
る
職
場
を
確
保
し
、
生
産
性
も

向
上
す
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
。
社
会

保
障
の
充
実
。

③
社
会
対
話
の
推
進
…
職
場
で
の
問
題
や

紛
争
を
平
和
的
に
解
決
で
き
る
よ
う
に
、

政
・
労
・
使
の
話
し
合
い
の
促
進
。

④
仕
事
に
お
け
る
権
利
の
保
障
…
不
利
な

立
場
に
置
か
れ
て
働
く
人
々
を
な
く
す

た
め
、
労
働
者
の
権
利
の
保
障
、
尊
重
。

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
概
念
が
提

唱
さ
れ
た
当
初
、
特
に
大
量
失
業
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
加
盟
国
か
ら
、
多
く
の
国

で
は
仕
事
が
あ
る
だ
け
で
も
満
足
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
の
追
及
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
批

判
も
見
ら
れ
た
。
I
L
O
は
、
こ
の
概
念

は
一
律
的
普
遍
的
で
は
な
く
、
時
代
、
経
済

の
発
展
レ
ベ
ル
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
度
合

い
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明

　

国
内
対
話
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
要
請
に
基
づ

き
、
1
0
0
カ
国
以
上
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
加
盟
国

が
、「
人
に
と
っ
て
仕
事
と
は
何
か
」、「
働

き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
、
明
日
の
仕
事

は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
」、「
仕
事
と
生
産

の
組
織
は
ど
う
変
わ
る
の
か
」、「
仕
事
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
」の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、

政
労
使
三
者
構
成
で
実
施
し
、
そ
の
結
果

が
２
つ
の
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
日

本
で
も
３※
７

つ
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　
「
仕※
８

事
の
未
来
世
界
委
員
会
」
は
、
国
内

対
話
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
検
討
し
、
仕

事
の
未
来
を
取
り
巻
く
機
会
と
課
題
に
つ

い
て
幅
広
く
検
討
す
る
た
め
、2
0
1
7

年
に
設
置
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
労
働
経

済
学
者
の
清
家
篤
慶
應
義
塾
塾
長
（
当
時
）

が
選
任
さ
れ
た
。
委
員
会
で
は
、
15
カ
月
間

に
及
ぶ
議
論
を
行
っ
た
後
、
2
0
1
9
年

１
月
に
『
輝※
９

か
し
い
未
来
と
仕
事
（W

ork 
for a Brighter Future

）』
と
題
す
る
報

告
書
を
発
表
し
、
同
書
は
、
2
0
1
9
年

６
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
創
設
1
0
0

周
年
記
念
第
1
0
8
回
総
会
に
事
務
局
長

報
告
と
し
て
議
論
に
供
さ
れ
た
。

　

同
書
は
、
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
急
激

な
変
化
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
課
題
を
概

説
し
た
上
で
、
こ
の
課
題
に
地
球
規
模
で

集
団
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
例
え
ば
、
人
工
知
能
（
A
．I
．）
や

自
動
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
は
既
存
の
技
能

の
陳
腐
化
を
も
た
ら
す
た
め
に
雇
用
喪
失

り
組
ん
で
き
た
、
社
会
的
保
護
の
提
供
、

強
制
労
働
と
児
童
労
働
の
撤
廃
、
生
産
性

の
向
上
、若
年
雇
用
問
題
へ
の
取
組
み
、
中

小
企
業
と
技
能
開
発
等
に
関
す
る
項
目
別

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
。

３
．I
L
O
創
設
1
0
0
周
年
と 

仕
事
の
世
界
に
お
け
る

輝
か
し
い
未
来

⑴
「
輝
か
し
い
未
来
と
仕
事
」

　

創
設
以
来
、
劣
悪
な
労
働
条
件
の
撤
廃

や
保
護
の
必
要
な
労
働
者
に
対
す
る
取
り

組
み
な
ど
に
特
に
尽
力
し
、
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
後
も
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
課
題
（
ア
ジ
ェ
ン

ダ
）に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
た
Ｉ
Ｌ

Ｏ
は
、
2
0
1
9
年
に
創
設
1※５
0
0
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
こ
れ
か
ら
の

1
0
0
年
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
方
」
を
議

論
す
る
た
め
に
、2
0
1
3
年
に
1※６
0
0

周
年
記
念
事
業
を
立
ち
上
げ
た
が
、
そ
の

中
心
と
な
っ
た
の
が
仕
事
の
未
来
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
で
あ
り
、
国
内
対
話
と
「
仕
事
の
未

来
世
界
委
員
会
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
仕
事
の
世
界
で
、
そ

の
ス
ピ
ー
ド
、
規
模
、
深
度
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
根
本
的
な

変
革
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
変

化
を
促
し
て
い
る
重
要
な
要
因
と
し
て
、

①
技
術
革
新
、②
人
口
動
態
、③
気
候
変
動
、

④
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
４
つ
に
着
目
し
た
。
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に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
経
済
の
グ
リ
ー

ン
化
と
共
に
数
百
万
人
分
の
雇
用
を
創
出

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

同
書
は
、「
人
間
の
潜
在
能
力
」、「
仕
事

に
関
わ
る
制
度
」、「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
で
持
続

可
能
な
仕
事
」
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
投
資
を
基

盤
と
す
る
以
下
の
10
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

①
人
間
の
潜
在
能
力
へ
の
投
資
の
拡
充

◇
技
能
の
取
得
・
再
取
得
・
向
上
を
可
能
に

す
る
生
涯
学
習
の
普
遍
的
権
利
の
確
立

◇
仕
事
の
未
来
の
変
容
へ
の
対
応
を
支
援
す

る
制
度
・
政
策
・
戦
略
へ
の
投
資
の
拡
大

◇
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た
変
革
的
か

つ
測
定
可
能
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
実
施

◇
出
生
時
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
普
遍
的
な

社
会
的
保
護
の
提
供

②
仕
事
に
関
わ
る
制
度
へ
の
投
資
の
拡
充

◇
普
遍
的
労
働
諸
権
利
保
障
の
確
立

◇
時
間
主
権
（
労
働
者
が
自
ら
の
労
働
時

間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
）の
拡
大

◇
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
た
め
の
技
術

の
活
用
・
制
御

◇
公
共
政
策
に
よ
っ
て
積
極
的
に
推
進
さ

れ
る
、
公
益
と
し
て
の
社
会
対
話
を
通

じ
た
、
労
使
の
集
団
的
利
益
代
表
制
度

の
保
障

③
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
で
持
続
可
能
な
仕
事
へ

の
投
資
の
拡
充

◇
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
で
持
続
可
能
な
仕
事
の

実
現
に
向
け
た
重
点
分
野
へ
の
投
資
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

◇
長
期
的
な
視
野
で
の
投
資
ア
プ
ロ
ー
チ

に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
仕
組
み
の
再
構
築
、
お
よ
び
人
間
開
発

と
幸
福
度
を
測
る
補
完
的
指
標
の
模
索

　

こ
の
10
提
案
は
、
す
べ
て
こ
れ
か
ら
の

1
0
0
年
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
方
を
示
唆

し
て
い
る
が
、識
者
集
団
に
よ
る
提
案
で
あ

り
、
活
用
す
る
か
ど
う
か
は
、
各
国
、
各
企

業
、
各
個
人
の
判
断
等
に
任
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
で
は
、
特
に
「
生
涯
学
習
の
普

遍
的
権
利
の
確
立
」、「
時
間
主
権
の
拡
大
」、

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
た
め
の
技
術

の
活
用
・
制
御
」
な
ど
が
関
心
を
集
め
た
よ

う
で
あ
る
。

　
「
時
間
主
権
の
拡
大
」
は
「
労
使
双
方

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
時
間
主
権
を
実
現
す

る
措
置
を
提
唱
す
る
」
と
い
う
副
題
が
示

す
よ
う
に
、『
労
働
者
が
、
事
業
上
の
要
請

に
応
え
つ
つ
、
そ
の
「
時
間
主
権
」
を
拡

大
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
選
択
肢
を
広
げ
、

仕
事
と
生
活
の
間
の
調
和
を
実
現
す
る
た

め
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
労
働
者
は
時
間
主
権
を
拡
大
し
、
労

働
時
間
と
生
活
時
間
の
境
界
が
曖
昧
化
し

て
い
く
こ
と
に
伴
う
負
担
に
対
処
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
施

策
と
と
も
に
労
働
時
間
の
上
限
規
制
を
導

入
す
る
こ
と
、
ま
た
労
働
シ
フ
ト
上
の
柔

軟
性
と
管
理
の
た
め
の
現
実
的
な
選
択
肢

の
提
供
を
可
能
に
す
る
最
低
労
働
時
間
保

証
の
導
入
に
は
、
継
続
的
な
取
り
組
み
が

必
要
と
な
る
。』

　
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
た
め
の
技

術
の
活
用
・
制
御
」
に
つ
い
て
は
、『
労
働

者
と
管
理
者
自
身
が
仕
事
の
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
、
人
工
知
能
（
A
．

 

I
．）
に
つ
い
て
、
仕
事
に
影
響
す
る
最
終

的
な
決
断
は
人
間
自
身
が
行
う
こ
と
と
す

る
「
人
間
主
導
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
お
よ
び
そ
の
顧
客
）に
対
し
て
労
働
者
の

最
低
限
の
権
利
お
よ
び
保
護
の
保
障
を
要

求
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
上
の
国
際
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
制
度

も
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
歩
に
伴
っ
て
、
仕
事
の
世
界
で

の
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に

基
づ
く
労
務
管
理
に
関
す
る
規
制
が
必
要

と
さ
れ
る
。』
と
の
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

⑵
仕
事
の
未
来
に
向
け
た

Ｉ
Ｌ
Ｏ
創
設
1
0
0
周
年
記
念
宣
言

　

I
L
O
創
設
1
0
0
周
年
記
念
総
会
で

は
、
加
盟
国
政
労
使
が
総
会
開
始
後
も
議

論
を
重
ね
た
「
仕※1
※

事
の
未
来
に
向
け
た
Ｉ

Ｌ
Ｏ
創
設
1
0
0
周
年
記
念
宣
言
」
が
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
宣
言
の
前
文
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
I
L
O
の
活
動
を
評
価

し
た
上
で
、「
私
た
ち
が
求
め
る
仕
事
の
未

来
を
形
作
り
、
仕
事
の
世
界
に
お
け
る
課

題
に
対
処
す
る
」
に
あ
た
り
、「
多
国
間
主

義
」
を
推
進
す
る
重
要
性
を
強
調
し
て
い

る
。「
暴※1
※

力
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
仕
事

の
世
界
」に
も
言
及
し
て
い
る
。
本
文
で
は
、

I
L
O
が
力
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

行
動
分
野
と
I
L
O
お
よ
び
加
盟
国
政
労

使
が
と
る
べ
き
行
動
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
い
る
。
I
L
O
は
、
こ
の
宣
言
に
つ
い

て
、「
I
L
O
の
未
来
を
導
く
羅
針
盤
、
行

程
表
」
と
表
現
し
、
仕
事
の
世
界
の
大
き

な
変
革
を
考
慮
し
「
人
間
中
心
の
ア
プ
ロ

ー
チ
」
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
正

義
を
次
の
世
紀
に
も
引
き
継
い
で
い
く
べ

き
と
し
て
い
る
。『
輝
か
し
い
未
来
と
仕
事
』

と
重
な
る
項
目
も
多
い
が
、
同
書
で
は
言※1
※

及
が
少
な
か
っ
た
活
動
分
野
に
も
き
め
細

か
く
対
応
し
て
い
る
。

４
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

（
C
O
V
I
D-

19
）と

こ
れ
か
ら
の
働
き
方

⑴
世
界
の
経
済
と
労
働
市
場
に
与
え
て

い
る
影
響
の
分
析

　

2
0
1
9
年
末
か
ら
労
働
市
場
を
未

曾
有
の
危
機
に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
か
ら
既
に

２
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
現
在
も
多
く

の
人
々
が
そ
の
影
響
に
苦
し
ん
で
い
る
。

I
L
O
は
、
2
0
2
0
年
３
月
に
労
働
市

場
へ
の
影
響
に
つ
い
て
最
初
の
現
状
分
析

（
I
L
O
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
初
版
）
を
行
い
、

同
年
４
月
（
同
第
２
版
）に
、
第
２
次
世
界

大
戦
後
最
悪
の
危
機
と
評
し
た
。
そ
の
後

も
定
期
的
に
更
新
し
、
2
0
2
2
年
５
月
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に
最
新
の
分
析
結
果（
同
第
９
版
）を
発
表

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
国
か

ら
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
地
域
別
・

国
別
、
産※1
※

業
部
門
別
の
影
響
、
対
応
も
公

表
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
以
前
か
ら

存
在
し
て
い
た
国
内
ま
た
は
国
家
間
の
不

平
等
を
顕
在
化
さ
せ
、
若
者
、
女
性
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経
済
に
お
け
る
労
働
者
、

移
民
な
ど
脆
弱
な
労
働
者
と
一
部
の
経
済

部
門
に
特
に
打
撃
を
与
え
て
き
た
。
第
９

版
で
は
、
感
染
症
に
加
え
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
の
戦
争
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
混
乱
や
イ
ン
フ
レ
な
ど
複
数
の
要
因
に

よ
る
世
界
の
労
働
市
場
の
回
復
の
遅
れ
を

指
摘
し
て
い
る
。

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と

I
L
O
の
政
策
提
言

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
政
策
提
言
は
、
前
述
の
一
連
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

2
0
2
1
年
６
月
の
第
1
0
9
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ

総
会
で
採
択
さ
れ
た
決※1
※

議
文
書
が
、
包
摂

的
な
経
済
成
長
と
雇
用
、
全
て
の
労
働
者

の
保
護
、
普
遍
的
社
会
的
保
護
、
社
会
対

話
の
四
つ
の
分
野
に
わ
た
り
、
加
盟
国
政

労
使
が
執
る
べ
き
措
置
を
網
羅
し
て
い
る
。

同
時
に
、
予
想
不
能
な
大
き
な
変
化
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、

「
仕
事
の
未
来
に
向
け
た
創
設
1
0
0
周

年
記
念
宣
言
」
の
実
施
を
早
め
る
道
を
提

供
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
は
誰
も
置
き
去
り
に
し

な
い
回
復
戦
略
の
設
計
と
実
施
を
支
え
る

決
め
手
と
な
る
指
導
的
役
割
を
果
た
す
義

務
を
課
し
て
い
る
。

⑶
テ※1

※

レ
ワ
ー
ク
の
普
及
と
労
働
者
の
健

康
を
守
る
措
置
の
導
入 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

前
代
未
聞
の
規
模
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
急
速

に
普
及
し
た
こ
と
に
対
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
2
0
2
2
年

２
月
、
テ
レ
ワ
ー
ク
勤
務
に
関
わ
る
健
康

上
の
リ
ス
ク
と
利
点
、
テ
レ
ワ
ー
ク
中
の

労
働
者
の
健
康
を
守
る
措
置
の
導
入
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的
大
流
行
及

び
仕
事
の
デ
ジ
タ
ル
変
容
が
も
た
ら
し
た

様
々
な
形
態
の
遠
隔
勤
務
の
取
り
決
め
へ

の
移
行
に
適
応
す
る
た
め
に
必
要
な
変
更

点
に
焦
点
を
あ
て
た
政
策
提
言
を
行
っ
て

い
る
。

お
わ
り
に

　
「
星
空
に
我
々
の
未
来
が
描
か
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
、
未
来
は
我
々
の
手
の

中
に
あ
る
。」
こ
れ
は
、
2
0
1
7
年
５
月

12
日
に
「
仕
事
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
我
が
国
で
実
施
し
た
労
働
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
、
ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー
Ｉ
Ｌ

Ｏ
事
務
局
長
が
基
調
報
告
で
引
用
し
た
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
名
言
で
あ
る
。

　

未
来
（
の
働
き
方
）
は
自
分
た
ち
の
手

の
う
ち
に
あ
り
、
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
て

い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ね

に
努
力
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
意

味
し
て
い
る
。
仕
事
の
世
界
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
1
0
0
年
も
大
き
な
変
化
が
続

く
。「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
創
設
1
0
0
周
年
記
念
宣

言
」
の
人
間
中
心
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
政
策
提
言

に
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
こ
の
宣
言
や
「
輝

か
し
い
未
来
と
仕
事
」
が
示
唆
し
た
未
来

の
働
き
方
に
対
す
る
提
案
を
も
っ
て
し
て

も
、
対
応
が
困
難
な
新
し
い
課
題
が
発
生

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
労
働
に
お
け
る
基

本
的
原
則
と
権
利
な
ど
、
今
ま
で
の
成
果

は
大
切
に
活
用
し
つ
つ
も
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
今

後
と
も
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
つ
ね

に
輝
か
し
い
働
き
方
の
未
来
を
追
い
求
め

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

田口  晶 子  たぐち・あきこ
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ビス業、林業、メディア・文化教養、保健医療、旅行・
観光業、公務、教育、陸運業、食品小売業、海運・漁業、
救急公務、自動車産業、農業・食品製造、民間航空、繊維・
衣料・皮革・履物業など

※14	新型コロナウィルス危機からの人間を中心に据えた回
復のための包摂的かつ持続可能で強靱な行動に対する
世界的呼びかけに関する決議文書（参考日本語訳）（ILO
ホームページ）

※15	労働安全衛生 :ＩＬＯ／ＷＨＯ新刊：テレワーク中の
労働者の健康を守るために求められている重要な変革
（同上）


